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三位一体の神
彼 らに父 と子 と聖霊の名によって洗礼を授

け、あなたがたに命 じておいたことをすべ

て守るように教えなさい。

(マタイによる福音書 28:19-20)

今年の 6月 最初の日曜 日は三位一体主 日

です。毎年11月 末か12月 初めの降臨節に始ま

る教会暦の一年のほぼ半年が過ぎ、この主日

より教会暦は後半に向うことになります。

そして教会暦の前半には降誕 日・クリス

マス、復活 日・イースター、聖霊降臨日・ペ

ンテコステとキリス ト教の三大祝 日が祝わ

れますが、神の独 り子の降誕は 「神はその

独 り子をお与えになったほどに、世を愛さ

れた (ヨ ハネ3:16)」 とあるように、「父

なる神」の愛を覚える時とも言えます。ま

た主イエス・キリス トの十字架 と復活は、

私たちを救 うために命を捨てられた 「子な

るネ申」を覚える時です。そして聖霊降臨日は

言 うまでも無く聖霊なる神を覚える日です。

言 うならば一年の前半で父なる神、子なる

神、聖霊なる神の学びを深め、後半はその学び

のもとに三位一体の神として信じる信仰生活

の実践に努めると時と言えるかも知れません。

三位一体の神の教義

キリス ト教が 「父と子と聖霊なる三位一

体の神を信 じていることは、恐らくキリス

ト者なら誰でも知っていることでしょう。

しかしそれでは 「三位一体の神」とはど

ういうことかと問われるとたちまち答えに

窮 してしまうのではないでしょうか。

しかし三位一体の神を信 じることと、そ

れを理解することは別です。

初代教会のある神学者について次の様な

逸話が残っています。

一 ある神学者が三位一体の神について思

索しながら浜辺を歩いていた。その浜辺に小

さな子どもが一人で遊んでいた。その子ども

は砂浜に穴を掘つて池を作り、そこに海辺か

ら水を汲んできてはその池に海の水を入れ

ていた。見ているといつまでもずつと同じこ

とをしている。彼はその子どもに「一体何を

しているのかね」とやさしく尋ねた。すると

その子どもは「僕は海の水を全部、僕の作っ

た池に入れてしまうんだ」と答えた。彼は「そ

んなことなど出来や しないよ」と笑いだし

た。笑いながら、ハッと気付いた。 「み、自

分も同じことをしている。ネ申様という私たち

人間をはるかに越えた偉大な存在を私たち

の小さな頭で全部解ろうとするなんて、海の

水を汲み尽くそうとするのと同じだ」。そう

思って子どもの方を見ると、もうその姿は見

えなかった一一

三位一体の教義は、ある信仰的な教えが

その教義に従つているなら正統であるが、

それを否定 しているなら誤 りであるとい

う、正統信仰か否かの試金石でもあります。

また神様が三位一体であるということは神

様が愛の神であることの秘密でもあります。

神が愛であることを信じて、それにふさわ

しい信仰生活を共に努めて参りましょう。
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